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理科

■ 結果のポイント
領 域 県 全国平均

エネルギーを柱とする領域 41.8 41.9 
粒子を柱とする領域 52.5 50.9 
生命を柱とする領域 56.7 57.9 
地球を柱とする領域 44.5 44.3 

１ 全国平均との差の経年変化

２ 領域別の結果

○全国平均並みである。

○「粒子を柱とする」「地球を柱とする」の領域で、全国平均を上回
る。

▲「エネルギーを柱とする」「生命を柱とする」の領域で、全国平均を
下回る。

４ 正答数度数分布
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○低学力層の児童の割合（正答率20％以
下）が全国平均より少ない。

○正答数が全国平均以上（10問以上）の生
徒は57.2％であり、全国値56.7％を上回る。

Ｒ４

領 域 県 全国平均

知識・技能 47.2 46.1 

思考・判断・表現 50.6 51.0 

○「知識・技能」の観点では全国平均を上回る。

▲「思考・判断・表現」の観点では、全国平均を
下回る。

３ 観点別の結果
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□ 課題が見られた問題と指導の改善

正答率が低かった問題 指導の改善

【学習指導のポイント】
実験の結果を分析して解釈し、課題に正対した考
察を行うことができるようにする

○観察、実験の結果を分析して解釈する上で、課題で
明らかにしようとしていることは何かを意識して考察
することが大切である。

○指導に当たっては、本問のように、アリの行列のつ
くり方に問題を見いだして設定した課題と考察が正
対しているか、考察の根拠は明確かなどの検討を
促す学習場面を設定することが考られる。

○その際、具体例を示しながら根拠を基に考察を繰り
返すことで、課題に正対した考察を行うことができ
るようになることが期待できる。

中学校理科

大問８ （１） 【平均正答率 大分県５２．８％ 全国５５．２％】

アリの行列のつくり方を探究する場面において、視覚による情報を基に
行列をつくるかを調べた実験の結果を分析して解釈し、課題に正対した
考察を行うことができるかどうかをみる。

【正答例】

: 変化しない

: 視覚による情報をもとに
行列をつくらない

【誤答例】

: 変化しない

: 視覚の情報をもとに行列
をつくっている

※行列が変化しないことは読み取れ
ているが、課題に正対したQの部
分が不十分であり、実験の結果を
分析して解釈することができてい
ない。
（大分県２６．７％ 全国２４．６％）
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